
２０２５年度 自己評価報告書 

                             学校法人カトリック・マリスト会学園 

認定こども園  葛󠄀カトリック幼稚園 

１．本園の教育・保育目標 

カトリック精神に基づいた「愛の精神」を、幼児の人格形成の基本におき、将来にわたって主体的に

生きる人となる基礎を養う。 

思いやりと感謝の気持ちを持つ子ども、自分で考え行動し最後までやり遂げる子ども、隣の人を大

切に自分も大切にする子どもに育つことを目標とする。 

 

２．本年度、重点的に取り組む目標・計画 

・モンテッソーリ教育の充実 

・健康と安全及び施設の整備 

 

３．評価項目の達成及び取り組み状況 

評価項目 取り組み状況 

・モンテッソーリ教育の充実 

 

・子どもの要求に答える事ができるよう、保育の質の向上、教師

の資質の向上を目指し、園内研修を定期的に実施。外部の講師に

よるモンテッソーリ教育における子どもたちへの「文化教育」「コ

スミック教育」を共通理解した。 

・自園の恵まれた環境や自然が育む世界を感じる保育に繋がるよ

う意見を深めた。 

・一人一人の発達過程に則した援助の在り方、とらえ方について

職員で周知した。 

・自由に選んで取り組める魅力ある環境、また自己発揮できる環

境を大切にし整えていけるよう職員間で個々にも分かち合った。 

・研修や実践を通して個々においても、チームにおいても積極的

に取り組む姿勢が見られた。 

・健康と安全及び施設整備 ・楽しい雰囲気の中で食事ができるようまた、安全な環境を保て

るよう栄養士さんや調理師さんと協力しながら食育に取り組ん

だ。 

・年間を通して月１回、栄養士さんによる指導を実施。手洗いか

ら、食物の流通等、食べることだけでなく食育として伝えている。 

・給食会議では、（株）マルタマフーズ、ヨゼフホームと共に、ア

レルギー食提供への配慮や安全に配慮した食事の配膳について、

共通理解を深めた。 

・メニューに郷土料理や季節の料理を取り入れ、古くから伝わる

料理を知る機会となった。 



・感染症の流行や、園での欠席者の状況を「保健ニュース」とし

て保護者に伝え注意喚起した。 

・自然が多いことで課題となっていた虫刺されに対応するため、

夏服の長ズボン導入を決定、次年度より販売を開始することにな

った。 

・玄関前の屋根の塗装補修工事を行った。（雨漏りによる剥がれ） 

・運動場の整備（雑草除去・・・すき取りほぐし整備）を実施。 

安全面に適した環境づくりを行った。 

 

４．評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

 良 教育・保育目標のもと縦割り保育の中で豊かな社会性を身につけられるよう職員は

一人一人の子どもが自立へと向かう援助をするという共通意識を持っている。担任

とフリーが連携しながら 

預かり保育における保育内容の充実に取り組む。 

 

５．今後取り組むべき課題 

課 題 具体的な取り組み方法 

安全 園庭の上り棒（老朽化）の撤去・園庭コンクリート下地の撤去 

子育て支援の充実 本園の教育に興味を持ち参加していただけるような活動を積極的に実施して

いく。園内見学や園庭開放を通して、園を身近に感じていただけるよう支援

していく。 

 

 

６．関係者の評価 

・自然あふれる環境で、子どもたちがのびのびと過ごすことができました。外での遊び場は「運動場」

と「園庭」があり、それぞれで違った過ごし方ができるのも、とても魅力的でした。 

・先生方のサポートが心強かったです。園児一人ひとりの内面をみて距離感を考慮し、見守りながら

保育して下さっていると感じました。 

・日々のお祈りを通して、子ども同士の言葉がけや考え方に、思いやりが生まれていると感じられま

した。 

・保育の中に、体操や英語が取り入れられ、また、課外活動も充実しており、園内の友だちと一緒に好

きな事に励むことができる体制が整っているのは、とてもありがたいと感じました。 

                                      ＜保護者代表＞ 

 


